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⽝⼭市フューチャーセッション 2023〜＞＞＞「想像の未来」から「創造する未来」へ。⽝⼭を舞台に何かをやっ
てみたいと集まったメンバーが、⾃由に語り合い、対話から新たな価値を⽣み出す「創造的な語り場」です。地域の中
でつながりたい⼈も、つながりを創りたい⼈も、新たな出会いを通じて⾃分と⽝⼭の未来へとつないでいきましょう。
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SEASON７テーマまちの中でつながり直し､これからもつながり続けるには

令和のおせっかい 8/26 sat.R5
in 協働プラザ

８⽉26⽇㈯の夜、協働プラザの交流スペースにて、今年度1回⽬
の「フューチャーセッション（以下、FS）」を開催しました。⼣
⽅からの悪天候がありながらも、初めてFSに参加する11名を含
め、23⼈の参加者がありました。前半は豊⽥市でコミュニティ
ナースとして活躍されている⻄⽥悠⼀郎さんをお招きして、ゲス
トトークタイム。後半はセッションテーマ「令和のおせっかい」
から、地域にどんなおせっかいがあったらいいかを語り合い、
「おせっかいできること」と「おせっかいしてほしいこと」を考
えました。今年度から有志の市⺠メンバーが実⾏委員として運営
にも参加し、新たなつながりの始まりを感じる時間となりました。

保健師からコミュニティナースとして地域へ
令和３年度まで豊⽥市役所で⾏政保健師として勤
めていましたが、コミュニティナースというコン
セプトに出会い、現在は、市役所を退職して⾃分
の会社を⽴ち上げています。健康を広く捉えた地
域交流拠点としてのキャンプ場の運営と、豊⽥市
の新しい官⺠連携の仕組み（SIB︓ソーシャル・
インパクト・ボンド）を活⽤して、「地域おせっ
かい会議」という活動で収益化しながら、地域の
つながり作りを⾏うコミュニティナースの育成と、
⾃治体でコミュニティナースを実装する上での伴
⾛⽀援を⾏っています。
⾃分たちで地域を⼿当てする
コミュニティナースとは、職業や資格ではなく実
践の在り⽅で、「コミュニティナーシング」とい

う看護の実践からヒントを得たコンセプトです。
地域の⼈の暮らしの⾝近な存在として、「毎⽇の
嬉しいや楽しい」「⼼と⾝体の健康と安全」を、
まちの⼈と⼀緒に作っていきます。ナーシングと
いうと、主に病院や訪問看護など医療の現場が思
い浮かびますが、ナーシングという⾔葉には、
「⼿当てをする」という意味があるんです。それ
なら、⼿当てをするなら地域で暮らす⾃分たちで
も、近所に住む⼈や、気になるお年寄りだったり、
⾃分の家族にも、⼿当てができますよね。コミュ
ニティナースカンパニーは、それを地域の中で、
みんなと⼀緒に⼿当てし合おうと。病院などから
出て地域の中で、企業や地域の団体、個⼈でフ
リーターでも、地域を⼿当てしたいと思う⼈がい
たら、どうなっていくだろう、と社会実験的に
ずっと活動を続けている団体です。

「つながる︕広がる︕健康おせっかい︕」
CommunityNurseCompany株式会社

コミュニティナース ⻄⽥悠⼀郎さん
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●⽝⼭に映画館を作ってほしい ●産後うつにならない⼿助け ●ごみ出し
やおかずの持ち寄り ●⾞イスの⽅の「キャンプができない。最近星を⾒て
いない」を叶えたい ●余った⾷材の活⽤ ●広告の作り⽅のアドバイス
●⼤⼈⼥⼦のしゃべり場 ●おいしいもの教えあう場 ●ねこ好きの⼈のね
こ相談場 ● 70、80才代のおじいさんと仲良くする⽅法 ●買い物の間だ
け⼦どもを⾒ていてほしい ●⾬や暑い⽇でも⼦どもが体を動かせる場所
●疲れているときに、ご飯を⼀緒に⾷べたい。つくってほしい ●学⽣だけ
ではできないことの⼿伝い ●英会話 ●⽝⼭駅東を盛り上げたい ●ごみ
出しのマナーを伝える⼈ ●個⼈事業主を育てる学校づくり ●⾃分が⾏っ
ている活動に寄付 ●⽝⼭で桑畑を復活 ●屋台のお⼿伝い ●場所・空き
家 ● etc.

5 結果の共有

FSで出されたおせっかいのアイデアは、現在
協働プラザの壁⾯に掲⽰しています。気になる
おせっかいがありましたら、スタッフに声をか
けてくださいね。

⾃⼰紹介＆
グループ決め2 セッション13 4 セッション2

初参加の⼈も多く、⾃⾝の活動に
ついて熱く語られるなど、内容の
濃い⾃⼰紹介になりました。気に
なる⼈たちとグループに。

「令和のおせっかい」について、考
えや思いを語り合う時間。模造紙に
書き出した⾔葉から次々と思いがつ
ながっていきました。

語り合った中から、⼀⼈ひとりの「お
せっかいしたいこと」と「おせっかい
してほしいこと」を２種類の⽤紙へ書
き出しました。

各グループで書き出された「おせっかいしてほしいこと」を全体で共有する中で、別グ
ループの「してほしいこと」とマッチングのアイデアも⽣まれ、リアルタイムでつなが
り作りを体感できる時間となりました。

「おせっかいしてほしいこと」※⼀部をご紹介

コミュニティナースの広がり
現在、全国で健康づくり活動を展開中で、⾏政にモ
デルとして紹介されたり、医療分野以外の企業から
のサポートも始まっています。コミュニティナース
の実践は、100⼈いれば100通りのコミュニティ
ナースがいて、「⾃分の得意なところ」と「地域に
求められるところ」の重なる部分を⾒つけながら、
それぞれで実践しています。ガソリンスタンド、移
動販売や宅配、廃校カフェ、おむすび屋などの活動
事例もあります。
健康おせっかい型⼿作りキャンプ場
私が退職して⽴ち上げたキャンプ場では、「10回
以上スクワットすると⼀組100円引き」という取り
組みを⾏ったりして、⾃分で選んで健康的な⽅向に
進んでいく社会につなげていきたいと考えています。
地域の⽅も毎⽇顔を出してくれて、「今⽇も川は⼤
丈夫︖」「作り残りのキュウリだけどあげる」など、
住⺠の⽅が社会参加するために、ふらっと寄れるよ
うな場所になっています。そして、地域の⽅のやっ

てほしいな、という声にキャンプする⼈を巻き込ん
でいます︕地域の⽅から、シイタケの植菌のため
に原⽊を⼭から切り出してくるのが⼤変でという話
があったので、キャンプ場のお客さんに声をかけた
んですね。20代くらいの4⼈組に声をかけたら、良
いですよって⾔ってくれて、結果、原⽊をバケツリ
レー⽅式で70本︕2時間くらいかけて⼭から運び出
したんです。その後、地域のおばあちゃんが近所か
ら五平餅を買ってきてくれて、みんなで⾷べて、こ
んな経験はなかなかできないと喜ばれました。
地域おせっかい会議
「地域でおせっかいしたい⼈」を「おせっかいでき
る先」とつなぐ場所として、地域おせっかい会議と
いうものを運営しています。困ってること・やりた
いと⾔われることを吸い上げて、お⾦を払ってやる
のではなく、地域のつながりの中でそれを実現して
みようという取り組み。⾃分だけでやるんじゃなく
て、コミュニティナースのコンセプトをもとに、地
域の仲間と⼀緒につなげてひろげていく仕組みを実
践中です。


